	オープニングプログラム②（50～70分程度）
	※「乳幼児を持つ母親」等の制限つき

	子育てあるあるストーリー

	ねらい
	
	特　徴
	

	○子育てをしていれば、誰でも身に覚えがあり、日頃なかなか話すことのできない話題について話したり、考えたりすることができる。
	緊張緩和
	★★☆☆☆

	
	話題提供
	★★★★★

	
	仲間作り
	★★★☆☆

	

	活動の様子
	（１グループ　３～４人程度）　※同じテーマに集中した場合は、複数に。

	 (
雑誌「○○」の○月号の特集記事に「
子供
を通しての
ママ友と、深くつきあうのは慎重にした方がいい
」って書いてあったわ。
)[image: http://kids.wanpug.com/illust/illust3682.png] (
人によって、考え方は違う
ものだ
し、子供同士が仲良しなら、それでいい
と思うわ。
) (
年齢や環境が違うと、付き合うのは難しいわよね。
) (
【準備物等
】
・資料「子育てあるあるストーリー」（各自１）
・マイク（必要に応じて）
)★好きなテーマごとに分かれて話し合い（テーマ例：「奔放ママと育児書ママのコミュニケーション」）

	主な流れ（例）
	

	①受付等で渡された資料「子育てあるあるストーリー」に目を通し、その中からテーマを選び、同じテーマを選んだ人同士でグループをつくる。

②話す順番を決め（名前の五十音順や生まれ月順など）、選んだテーマについて自分の考えや体験等を話す。
　・同じグループ内の意見は、共感的にうなずくなどして聞き、途中でさえぎらない。
　※進行役は、ＣＤ版の「お知らせタイマー」などを使って終わりまでの時間を知らせる。

③グループごとにどんな話し合いになったかを発表する。
　※講師がいる場合は、進行役は、参加者に質問したいことなどを尋ねさせてもよい。

	運営上の留意点
	 (
「
個人情報は、持ち帰らない
・
もらさない
」は、念押しを！
)[image: http://kids.wanpug.com/illust/illust2275.png]

	　この活動では、テーマによっては、自分の家庭事情等について話して
しまうことがあります。これはグループや参加者全体への信頼の表れでもありますが、
進行役は、この信頼を裏切ることのないように、解散する前などに、必ず全体の前で
守秘義務について確認する場をつくりましょう。
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